ルワンダ王の葬式 by 宇野 公一郎
―47―
ルワンダ王の葬式
宇　野　公 一 郎
目次
 1. はじめに
 2. 王殺しの俗信と秘典における王の死の扱いについて
3a. 死亡直後の対応（「不敬の道」による死体処理）
3b. 死亡直後の対応（「即位の道」による宮廷儀礼）
 4. 燻蒸と蛆（「不敬の道」）
 5. 墓地への移送と埋葬（「不敬の道」）
 6. 喪の終了（「即位の道」）
 7. 墓家の放棄（「不敬の道」）
 8. 結語
 1.　はじめに
ルワンダ王の伝統的な葬式が最後に行われたのは植民地化直前の1895年
で、Kigeri RwabugiriがBushi遠征中に戦死し、Rutareに埋葬されたといわ
れる （Kagame 1975: 103）。次のYuhi Musingaは植民地政府に退位させら
れ、最後はコンゴに流されて1944年に死んだ （Kagame 1975: 197）。その
子のCharles Mutara Rudahigwaはカトリックで、1959年にブルンジ旅行中
に変死した （王母が解剖に反対し死因は究明されず）。宮廷儀礼家たちは慣
習通りRutare埋葬を主張したが、生前に本人が父王の遺骨を収める霊廟を
Mwimaに作る計画だったので、そこに合祀されることになった （Kagame 
1975: 248–255）。
従って、周辺のブルンジなどと違い、宣教師や植民地役人が王の葬式を直
接観察する機会はなかった。宮廷関係者に取材した人もいなかったようで、
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この主題に関する西洋人の文章は民間説話的な色彩が強い。また、1945年
以降にKagame神父の調査に協力した宮廷儀礼家たちのなかに、半世紀前の
Rwabugiri王の葬儀に直接関与した人がいたかどうか、その証言が残されて
いるかどうかは情報がない。結局、Alexis Kagameが宮廷儀礼家たちから聞
き取りをした秘典が唯一の信頼できる資料である1。
王の死に伴い、葬送と新王の即位の過程が前後あるいは並行して進められ
たが、秘典では複数の「道」に分割して伝承された。「XV. 不敬の道」が遺
体処理を中心に葬儀の流れを説明し、「XVII. 即位の道」が後継者の服喪か
ら即位までの手順を詳述している。さらに「XVI. 競争の道」は後継者が競
合する予兆があった時に争いを抑えるために行う儀礼を説明する。さらに、
四代ごとに現れる牛飼い王（CyirimaとMutara2）の複雑な葬送儀礼が「IX. 
水飼いの道」に含まれる。
全体として非常に錯綜しているので、即位儀礼や水飼い儀礼は別稿で扱
い、本稿では、「不敬の道」をベースにして牛飼いの王を除く通常の王の葬
儀の過程を時間軸に沿って記述し、宮廷での儀礼を「即位の道」から適宜挿
入する。
 1 秘典のテキストはd’Hertefelt & Coupez 1964により出版された。以下、引用時の
ローマ数字は同書の「道」の章数、アラビア数字は行数を指す。
 2 ル ワ ン ダ 王 の 王 号 はMutara-Kigeri-Mibwambe-YuhiとCyirima-Kigeri-
Mibwambe-Yuhiという二つの四代周期を組み合わせて八代で一巡した。Kigeri
とMibwambeは「戦争の王」、Yuhiは「火の王」、MutaraとCyirimaは「牛飼い
の王」だった。牛飼いの王は、水飼いの儀礼を行う際にNyabarongo川を渡って
東岸に行き、そこに都をおいたが、死ぬと西岸に運ばれてGasekeでミイラにさ
れ、四代の間保存された。そのミイラは、次の「牛飼いの王」が水飼いの儀礼を
行う時に東岸のRutareに移され、「牛飼いの王」が死ぬと、ミイラは埋葬され、
「牛飼いの王」の後継者のKigeriが西岸に行って即位した（Kagame 1959: 11–12; 
Kagame 1972: 113–115; d’Hertefelt 1962: 70–71; d’Hertefelt & Coupez 1964: 
51–52; 宇野2007: 123）。
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 2.　王殺しの俗信と秘典における王の死の扱いについて
王の葬儀の規定が Inzira y ’ikirogoto「不敬の道」3と呼ばれたのは、王に将
来の死をほのめかすことほど無礼なことはなかったからである。王はこの道
が存在することしか知らず、儀礼家がその内容を王に聞かせることは厳禁さ
れたという （Kagame 1947: 376; Kagame 1959: 13）4。
王は死から注意深く隔離された。Pagèsによれば、旅行中、王は墓地や過
去に王の死体を置いた「夜の休憩地」への接近、埋葬者集団が住む村での
宿泊を禁じられた。また、王が死ぬと、gatabura（人を助けに行く、戦争に
行く）、gatunga（太鼓を譲る）、kunywa（毒を飲む）、gussaza（年をとる）、
gusezera（辞職する）、ijuru ryaguye（空が落ちる）と婉曲に表現した （Pagès 
1933: 492）5。
このうち「毒を飲む」という言い方と関連して、Pagèsは、俗信と断った
上で、王はその後継者と会うことはできず、後継者は別の場所で育てられ、
成長して父王の弓を引き折り、足跡の大きさが父王と同じになり、父王の服
が合うようになると、王位につく資格ができたと判断された。他方、王は自
分の髭や髪が白くなったことに気付くと、自分の時代は終わったと自覚し、
信頼できる家来を呼んで、息子を即位させるよう命じ、家来はヴィクトリア
湖岸で腐ったワニの肉から作った猛毒を蜂蜜酒に混ぜて王に飲ませたという
話を紹介している （Pagès 1933: 515–516）。Pagèsは、「善意で自分から死ん
だ王は稀である。信じやすい民衆はこの主題について数多くの寓話を受け容
れてきた」とコメントしている6。しかし、この話はルワンダに王の自殺ない
 3 -rogot-「上位者に対して悪いことを言う、する」（Coupez et al. 2005: 1968）。
 4 Kigeri III NdabarasaがNdorwaを征服して住み着いたとき、ルワンダに戻るよう
説得するために、ある詩人が、「Rutareの墓地に行く準備をしなさい」という意
味の詩を王に聞かせたところ、王の死を示唆した罪で王は彼を捕縛させたという　
（Kagame 1951: 160–161; Kagame 1972: 158）。
 5 同様の表現はブルンジでも使われた （Chrétien et Mworoha 1970: 52）。
 6 ブルンジの民間伝承でも、王位継承予定の子供は宮廷から離れて育てられ、ルワ
ンダと同様の方法で成長が確認されると、王は毒入りの蜂蜜酒を飲んで自殺し、
息子に王位を譲るといわれる。しかしSimonsは、現実にこういう死に方をした
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し王殺しがあったという主張の根拠としてしばしば引用されてきた7。
秘典のテキストおよびフランス語訳を『ルワンダの神聖王権』と題して出
版したd’Hertefelt & Coupezも、ルワンダ王国の福祉は王の体力、若さ、健
康と相関したと断言し、王が高齢になると国の状態は「異常」になり、老王
が死ぬと若い新王が即位して国が「正常」な状態に戻るから、老王の死は
「正常」な事態であると主張した。さらに彼らは、「不敬の道」が王の自殺な
いし王殺しを伝えていないことは、王殺しが存在しなかった証拠にはならな
いと論じ、その根拠として、王が死んだときに王母がまだ生きていたら自殺
を強要されたという事実があるにも拘わらず、「不敬の道」がそれに触れて
いないことを挙げた （1964: 199–200, 205, 360/#1–2）。
フレーザーの影響がまだ残っていた時代の論説に目くじらを立てる必要
はないと思うが、これまで誰も批判していないので8、一応、問題点を指摘し
ておきたい。第一に、彼らが論拠としてページ数だけを挙げているPagèsら
が採集した民間伝承を読むと、Ndahiro王の眼病が王子の犠牲で治癒した
とか、ルワンダが外国に占領されたら国中の動物が繁殖しなくなったとか、
Ruganzu王子が帰国すると動物たちが生殖活動を再開したとか、Ruganzu王
が文化英雄として作物や水源を発見したとか、あるいはRuganzuが遠征中
に敵に待ち伏せされて右目に矢を受けて死んだといった内容に過ぎず、王国
の福祉が王の若さ、健康に依存し、老いた王は自殺したり殺されたりしたと
いう主張を支持する伝承は含まれていない。換言すると、民間伝承にも宮廷
の伝承にも、老いて自殺ないし殺されたルワンダ王の具体例は皆無である。
第二に、「不敬の道」は王の葬儀の一般的な流れを説明している比較的短い
テキストであって、例外的な事態は一切扱っていない。王母の強制自殺は
王は知られておらず、現王は子供の頃父王の屋敷で走り回っていたし、即位時に
は未成年だったと指摘し、この説は現実性がないと結論した （Simons 1944: 62）。
 7 例えばde Heusch （1958: 58–59）。
 8 それどころか、J.-P. Chrétienや彼が指導した研究者はこの主張を繰り返し肯
定的に引用してきた （Chrétien et Mworoha 1970: 71; Ndayishinguje 1977: 14; 
Chrétien 2000: 103; Chrétien 2006: 122）。
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Mibambwe Sentabyoが天然痘で若死にした時に起きた （Kagame 1972: 169） 
だけの例外的現象であるのに対し、王殺しは王権イデオロギーの根本にかか
わる問題であるから、秘典は王母の自殺には触れなくても王殺しには触れる
べきであり、触れていないのはむしろ王殺しがなかったからではあるまい
か。第三に、秘典には王国の福祉が王の若さに依存するという発想は全く
見られない。反対に、「水飼いの道」は「獣疫は国から消え、王は非常に長
生きし、彼の髪は白くなる」（1250–1252行）と結ばれており、「火の道」も
「疫病は消滅し、Yuhiは大変長生きをする」（283–284行）で終わっている 
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 152–153, 66–67）。つまり王の長寿は国の衰え
ではなく、むしろ国の生命力の旺盛さが現れた理想的状態と見なされ、それ
を儀礼の到達目標として掲げている。第四に、支配者についての民間の伝承
（例えばPagèsのインフォーマント）とエリートの伝承（秘典）には多かれ
少なかれ乖離がある。両者は必ずしも常に排除し合うものではないが、安易
に混同することは避けるべきである9。
以上のことから、秘典の葬儀の記述は病死ないし老衰死した王についての
ものと考えておくことにする。
 3a.　死亡直後の対応（「不敬の道」による死体処理）
ルワンダの民間では、人が死ぬと、体が温かいうちに膝を胸に抱える姿勢
を取らせ、縛って固定した。誰にも看取られずに死んで伸展姿勢のままで
硬直することは恥辱とされた （Dufays et de Moor 1938: 180; Kagame 1954: 
305–306/#35; Pauwels 1953: 31–32; Pauwels 1958: 51）。他方、王が死ぬと、
 9 インフォーマントの身分差の問題については別の所で論じた（宇野1999: 142–
143）。ルワンダ北方のアンコーレでも民間伝承に基づいて老王の自殺や王殺し
が存在したと言われたが、事実と乖離しているとKarugireは論じている。乖
離の原因について、あるインフォーマントは、民衆にとって王は自分たちとは
全く違った存在であり、自分たちと同じようには死ぬことができないと考えて
いるからだと思うと答えたという （Karugire1971: 92–93）。ブルンジに関して、
Chrétienらもインフォーマントが語る民間伝承を無批判的に使って王殺しの存
在を主張している （Chrétien et Mworoha 1970: 71）。
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先ず髪と爪を切った。
［XV, 2–12: 王の死、爪と髪の埋匿］
王が亡くなると、
Tsoobe10が王の爪を切り、髪を剃る。
やり方を知らなかったら、
［5］ その仕草をして、他の者に剃らせる。
以後、彼は他の王の髪を剃ることはない。
王の息子であれ、
他のNyiginya（王家）の人であれ、
誰であれ、別の人を剃ることはない11。
［10］ 王の髪塊12を剃り落とすと、
慎重にumutaaba13の樹皮布の上におろし
注意深く片付ける14。
 10 ［XV, 3］ Tsoobeクランは儀礼家クランの最上位に位置し、Tsoobeの儀礼王は王と
王母に次ぐ高位者であった。
 11 ［XV, 6–9］「以後…剃ることはない」：王の死の汚れを帯びてしまい、以後、王族
はもちろん誰の髪にも触れることは許されない。
 12 ［XV, 10］「髪塊 （isunzu）」：男子と未婚女子は、頭髪を櫛で盛り上げて鶏の
とさかのように高い二つの塊 （pl. amasunzu, sing. isunzu） を作った。この
山形は二つに大別できる。intambike（平行）は、二つの山が平行して頭の
片側から他の側へ渡る。imhagalike（垂直）は、前の山が額から頭頂に至っ
てから耳の方に曲がり、他の山が頭頂部から後頭部に向かう。後の山が右
耳の方に曲がると王の髪型になり、ily’Ubugabe（王のもの）と呼ばれる。 
他の男達は山を左耳に向けて曲げなければならなかった （Kagame 1956: 204; 
Bourgeois 1957: 530; Gasarabwe 1978: 81）。
 13 ［XV, 11］ umutaaba: Ficus ingens var. ingens. 小灌木で、蔓が巻くことがある
（Troupin 1978: 146）。イチジク （umuvumu, cus） の一種で、樹皮布を作る 
（Coupez et al. 2005: 2388）。
 14 ［XV, 12］「片付ける」：動詞 -biikは「片付ける、しまう、隠す、埋める、埋葬す
る」など （Coupez et al. 2005: 181）。この行為について、d’Hertefelt & Coupez 
（1964: 360/#12） は、王の爪や髪を呪術師に利用されることを恐れたのだろうと
推測し、論拠として「即位の道」75–76行（「壺は信頼のあつい儀礼家たちに託さ
れ / 彼らはそれをGihozaのRusengeに運ぶ」）を挙げている。もっとも、当該箇
所は、後で見るように、死の汚れを取り除くために炉の灰や燃え残りの処理する
「木を捨てる」儀礼であり、呪術師とは関係ない。生きている人の髪や爪を盗ん
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王は、生死にかかわらず、常人が接触するには危険すぎる。特に、常に成長
し続ける髪と爪は生命力の集中する所であり、死んだ場合に発生する汚れも
強い。儀礼家はその部分を切り取ることによって、一方では王の死を確定さ
せ、他方では死体の汚れの発生を抑えて生者が安全に葬儀を行えるようにし
たのであろう。
次いで、王の死を王権太鼓に告げる。
［XV, 13–21: 王権太鼓への報告］
Ndungutseの家の者15が来て
Cyirimaの家16の中央の仕切り壁を撃ち破る。
［15］ 「どうした」と聞かれると
「王が死んだ」と答える。
雄羊の占いで吉兆を得た両刃の大型ナイフをKabagariの住人17が
で呪いをかけてその人に危害を加える型の呪術は世界的によく知られており、ル
ワンダにもあった （Bourgeois 1956: 115）。しかし、死んだ王の髪や爪を操る呪
術師がいたとか、一般のルワンダ人の死者の髪や爪を呪術に使ったという情報は
未見である。少し違うが、Pagèsによると、大物政治犯を処刑したとき、王は死
体掘り出し人 （ababuuzi＜kwabuura「墓から死体を掘り出す」）という範疇の呪
術師を使って、処刑後の死体から右手右足の小指を切り取って無力化し、死霊が
仕返しできないようにしたという （Pagès 1933: 533）。また、アフリカ南東部の
Monomotapa王国では、死んだ王や王子の肋骨や肉片は雨を降らせたり干魃を
引き起したりする非常に強力な呪物と考えられていたので、邪な呪術師に盗まれ
ないよう、重臣たちは死体が腐って骨になるまで見張り、腐って溶けた物質を溜
めた壺は封印され保存されたという （Randles 1981: 63）。
 15 ［XV, 13］「Ndungutseの家の者」：Mutara I Semugeshi（Ndoriの後継者）の時
代にブルンジ王から派遣されてルワンダに住み着いた儀礼家Kinigaの息子が
Nkunaで、Nkunaの息子がNdungutseだった。Nkunaを名祖とするAbakuna
リニジは、儀礼家の序列で第八位に位置し、歴代の王母の帯を保管したという 
（Kagame 1972: 112–113; Kagame 1947: 372）。「水飼いの道」（200, 339, 589行）、
「XI. 太鼓に戦利品を飾る道」（45, 67行）、「XII. 七回目の装飾の道」（16行）、「即
位の道」（281, 920行）では樹皮布製造者として出てくる。
 16 ［XV, 14］「Cyirimaの家 （kwaa Cyirima）」：CyirimaのミイラがGasekeに置かれ
ている間、王権太鼓は王宮のCyirima祠に置かれた。20世紀初めの都Nyanzaで
は、Cyirima II Rujugiraの祠は王宮外広場にあり、Karinga鼓などの王権太鼓は
そこに置かれていた （Lugan 1980: 102; Lugan 1997: 199）。
 17 ［XV, 17］「Kabagariの住人」：Tegeの儀礼王のこと。Gitarama南西部のKabagari
のRemeraに住み、ルワンダ王および全ての儀礼王の即位を主宰し、王の死を王
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持ってきて
Karinga鼓に四つの刻み目18を入れる、
「お前の主人が死んだが
［20］ 我々は代りの王をたてる」と言いながら。
そして同じことをすべての王権太鼓にする。
続いてNdungutseの子孫たちは、王宮内の建物や門塀を破壊して回る：
［XV, 22–25: 王宮の放棄］
Ndungutseの家の者が来て
槍の柱19を抜く。
家々から頂針20を外す
［25］ 門の柱21も。
王が死ぬと、国中が四カ月の喪（ukwirabura原義は「黒い」）に服した22。
権太鼓に伝える権利を持った （Kagame 1947: 368–369）。
 18 ［XV, 18］「四つの刻み目」：四は吉数だが、刻み目を入れる理由は不明。
 19 ［XV, 23］「槍の柱」（inkingi y amacumu）：寝床の入口の左側の柱に輪があ
り、石突きを下にして槍を通して立てる （Coupez et al. 2005: 1293, -kingi 9, 10; 
Bourgeois 1957: 493）。ここは当然、主殿の王の槍柱を抜くことを言っている。
 20 ［XV, 24］「頂針」（-soongero）：家の丸屋根の頂点に立てる長さ0.75 m～1.5 mの
棒で、先端は丁寧に尖らせ､ 基部はヴォールトの要 （igisenge, clef de voûte） に紐
で固定する。屋根葺きの最後の草束をこの棒につなぐ。頂針はその家に住む人々
を呪術的に保護し、家の主人が存命し自由であることを示し、主人が死んだり追
放されたりしたときは外される。死亡の場合、頂針は墓の上に置かれる。追放の
場合、屋敷の門の柱（次行参照）も外され､ 場合によっては住居の呪術的保護
物 imirinziも外される （Bourgeois 1957: 491–2; Kagame 1954: 201–202; Pauwels 
1953: 36 g. 3, 37; Pauwels 1958: 56, g. 1; Coupez et al. 2005: 2336。ブルンジの
-soongeroについてはAcquier 1986: 32 note 13）。
 21 ［XV, 25］「屋敷の門の柱」：igikiingi cy iireembo （pl. ibikiingi by’amareembo）：王
宮を囲む塀の入口の両側に立つ太く高い柱 （Coupez et al 2005: 1194, -kiingi 7, 8, 
1894, -reembo 5, 6; Kagame 1954: 201 #31）。王宮は放棄され、都は移される。
 22 一般人の喪の対象は、両親と王、夫は妻、妻は夫、既婚女性は夫の両親、既婚男
性は自分の両親であった （Coupez et al. 2005: 1059）。一般人が死んだときの服喪
期間は、中部のツチは、父親や単婚の母親の場合は二カ月、一夫多妻婚の第一妻
の場合は一カ月とされた。夫は子供と一緒にしか妻の喪に服さないから、子供
がいない妻の喪には服さなかった（Kagame 1954: 319–320, #69）。ルワンダ北東
部Byumba地方のRukigaの喪は、父なら二カ月、母なら一カ月だった （Pauwels 
―55―
喪中の禁忌のうち最も厳格に守るべきものは生殖行為の禁止である23。実際、
「不敬の道」はそれしか挙げていない：
［XV, 26–27: 生殖活動の停止］
雄牛を雌牛から、男を女から引き離す
他の生き物も同様にする。
さらに、大地自体も生産を中止しなければならず、播種は禁じられた。作物
が育っていれば収穫は許されたが、鉄鍬の使用は禁止され、先を尖らせた木
の棒 （inkonzo） で掘った （Kagame 1972: 174–175; Kagame 1951: 175–176）。
Pagèsが「強制的失業」と呼んだ服喪が終わる頃には大抵全国的に食糧が不
足した （Pagès 1933: 522）。農業暦との重なり方によっては大飢饉が生じる
こともあった。その意味で、王の死は現実に国民に死をもたらした。
王はすぐには埋葬せず、燻蒸した。王家の墓地がいくつかの辺鄙な場所に
固定されていた24のに対し、燻蒸所は近くの家を没収して使った 25。移動に時
1953: 39; Pauwels 1958: 69）。西南部のKinyagaでは、丘の住人全員が一日仕事を
休み、家族は、家長が死んだ場合は八週間、母親の場合は四週間の喪に服した 
（Dufays et de Moor 1938: 182–183）。
 23 それ以外にPauwelsが挙げている一般人の喪の規則は、a） 婚約中の娘を除き、全
員が頭を剃る、b） 歌や踊り、宴会、飲み会の禁止、c） すべての光る物、たと
えば腕輪、首輪、槍先、鏃などは樹皮や布裂で覆う、d） 喪明けの清めに使う
ingwa（白い土、カオリン）に触れない、e） 死者の椅子 （intebe） や大甕（intango, 
高さ70 cm前後）を上下逆にする （Pauwels 1953: 39; Pauwels 1958: 71）
 24［XV, 95］ Kagameによれば、王の墓地は4カ所あった。（1） Kigeri、Mutara、
CyirimaはBuganza西北部のRutareに葬った。（2） Mibambweの墓はBurizaの
Remera別名Baforonogoにあった。（3） Yuhiの墓所はRukiga （Busigi） のKayenzi
だった。これらの王の王母は夫の墓所に葬られた。（4） 戦死・自殺した王（例
えばRuganzu II Ndoli）や王母（例えばKigeli II Nyamuhesheraの母Nyirakigeli 
II Ncendeli; Yuhi III Mazimpakaの母Nyirayuhi III Nyamarembo）の墓はBuriza
のButangampunduにあった （Kagame 1952: 123 note75）。しかし、これと
は別の場所に葬られる王もいた。例えば、Yuhi III Mazimpakaは自殺したが
Butangampunduではなく、Rukoma南部のKamonyi近くの Juruに葬られたと言
われる （Pagès 1933: 535; de Lacger 1961: 208; d’Hertefelt & Coupez 1964: 463）。 
 25 Pagèsは王の遺体を墓地に運んで燻蒸したと言っている （Pagès 1933: 517）。秘典
とのこの種の齟齬は、彼のインフォーマントが宮廷儀礼家とは距離のある人たち
だったことを示唆している。 
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間がかかると、遺体が腐るだけでなく、空位期間が延びるからだったと思わ
れる。
［XV, 28–34: 遺体燻蒸所へ出発］
王の遺体を乾燥させる家 （oserezo） に出発する。
適切なクランの人26を家から立ち退かせる、
［30］ 大きな家の持主を。
その家の仕切り壁と柱を取り除き、
傾いた寝台を家の中央に作り、
下に穴を掘る27。
王権雄牛たちをこの場所で殺す28。
 3b.　死の直後の対応（「即位の道」による宮廷の儀礼）
「即位の道」は、新しい王と王母の即位儀礼（85–811行）をはさんで、王
が死んだ直後から喪が始まるまでの処置（1–84行）と喪明けの儀礼（812–
856行）を、後継者を即位させる視点から記述している。ここでは喪が始ま
 26 ［XV, 29］「適切なクランの人 （umunyabwoko-bwiza）」：儀礼的保護者 （-se） のこ
と。王クランNyiginyaの儀礼的保護者はGeresaクランの人、もしくはZigabaク
ランの人である。儀礼的保護者については、宇野2007: 131–132を参照。「適切な
クラン」の用例としては、「モロコシの初穂の道」129–130行に「彼らは毎晩、適
切なクランの所に泊まる /GeseraクランとZigaabaクランの所に」とあり、「水飼
いの道」241行にも「彼らは適切なクランの家に泊まる」とある （d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 82–83, 108–109）。
 27 ［XV, 33］「下に穴を掘る」：火を焚いて死体を徐々に乾燥させたといわれる。
 28 ［XV, 34］「王権雄牛たちをこの場所で殺す」：王権雄牛は、王権太鼓と同様に、王
権特に王の生命力を象徴した。「水飼いの道」5–8行に「雄牛たちの都は四つある /
GisanzeとMuganzacyaroと /MatovuのRuyumbaと /KaginaのRubonaだ」とある
ように、王権雄牛は特別の場所で飼育管理され、宮廷儀礼に動員された。それら
の牛を供出するのは「尊敬すべき者たち」など少数の牛軍だった （Kagame 1947: 
375; Kagame 1952: 64 note 35; Kagame 1961: 12–13, 41–42）。ここで王権雄牛を
殺すのは一種の殉死と思われる。殉死に関して秘典は何も言っていない。Pagès
のインフォーマントたちが言うには、王が死ぬと、身分の高い者を少なくとも二
人選んで喉を切って王のお供にしたが、十九世紀末にRwabugiri王が死んだとき
には、この儀式は行われなかった。王母が死ぬと、ツチの二人の女性が殺された
という （Pagès 1933: 516–517）。
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るまでを見る。
まず、王が死ぬと、葬儀および即位式で使う鉄器の製造にかかる。
［XVII, 1–19: 鉄器の作成］
王が別のもの （undi） になったとき
Muhinda29の子孫を派遣する。
彼はMushongiのNganzo30に行き
鉄を打って統一の鍬 （iicyumwe） を作る
［5］ 鉄を打って四つの斧 （-toorezo） を作る
四つの鑿 （-somyo） と
四つの大きな手斧 （-baazo） と
四つの小さな手斧 （inshyaamuro/-cyamuro） と
四つの小さなナイフ （-horo） と
［10］四つの小刀 （-gongo） と四つの錐 （-gera） を作る。
彼はまた鉄を打って二つの鈴 （inzogera） を作る
一つは鳴り、
一つは鳴らない。
彼はまた鉄を打って四つの鍬 （-suka） を作る。
［15］ かみそり （-ogosha） は作らない。
皮通し （-hindu） も矢 （-ambi） も作らない。
道具は宮廷 （ibwami） に届けられる
umwifuuzoの木で柄を付けて
儀礼家たちの長（＝Tsoobeの儀礼王）の所に運ばれる。
これらの鉄器のうち、二つの鈴（11–13行）は喪明けの儀式で使うが、他は
全て即位式用である。亡き王の王宮は放棄されたのだから、17行目の宮廷
 29 ［XVII, 2］ 「Muhindaの子孫」：Muhindaリニジの長。宮廷儀礼専門家の第七位で、
宮廷の鍛冶、特に王権金鎚の世話をした （Kagame 1947: 371）。
 30 ［XVII, 3］「MushongiのNganzo」：ルワンダ東北部のBymbaのBureruka地方の
Mushongi山地にある王家の鉄鉱山 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 477）。
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は王位継承者の宮廷ないしその代理物ということになる。ルワンダの王は一
代の間に何度も遷都するのが普通で、引越に大して手間はかからなかったよ
うである31。王が重病で死が予想できれば、前もって準備したのかもしれな
い。秘典が王位継承者の新都建設に全く言及していないのは、代替りの遷都
の場合も、占いによる敷地選定や住民を使った建設工事は基本的に通常と同
じやり方で行われたからであろう32。
次いで、喪の開始儀礼で使う品物を準備する。民間では埋葬後に喪が始
まったが、王の場合、埋葬は四カ月先なので、遺骸の燻蒸所入りに伴って喪
が始まった：
［XVII, 20–23: 葬式の木 （umutobotobo） の準備］
［20］ このとき、宮廷では、
umutobotobo33を取りよせる、
 31 Pagèsによれば、聖森つまり王家の墓地と王宮の跡はルワンダ各地にある。ルワ
ンダ人が侵略した周辺国にまである。その多さは、RuganzuやRwabugiriのよう
な戦争の王たちの落ち着かない生活を思えば理解できる。彼らは同じ屋根の下に
二晩泊まらないこともしばしばだった。王が一晩泊まれば、その場所は神聖に
なった。家の持ち主は立ち退いて、よそに行ったり隣に家を建てたりした。庭の
囲いのイチジクの枝が育ち続け、新しい聖森 （ikigabiro） ができた。聖森の中に
は非常に高い丘の上にあるものもある。王家の墓地に使われている森はせいぜい
八つか九つである。他は昔の王都の場所で、いくつかの時代に行われた数多く
の遠征で次々に王都が移動したことを物語る。聖森の総称は ibigabiro「分配の場
所」で、動詞kugabira「贈り物として分配する、与える」に由来する。これは家
来たちに褒美を与えた王の住まいを指すには適切であるが、不適切にも王の墓
地にもこの言葉が使われる。実際、民間で普通に使われる ikibira「墓地」、imva, 
igituro「墓」という言葉で王家の墓を呼ぶことは許されない。guserera「辞職す
る」という動詞から、musezero, pl. misezero「王が辞職した場所」と呼ぶ地方もあ
る。この言葉は「残しておく場所」という意味でよく使われる。夏に草が茂ると
火で焼くが、王の墓が火事にならないよう、最初に墓の周りの藪を払う （Pagès 
1933: 523–524）。
 32 新都の設営プロセスは「水飼いの道」34–82行に出ている。つまり、先ず占いで
場所を決め、付近の住民を動員して王宮その他の屋敷を作り、完成すると王が移
り、王権の象徴を受取り、祖先に新居を示し、他の建物と離してCyirima祠を作
り、王権太鼓を安置する （d’Hertefelt & Coupez 1964: 98–101）。Simonsによれ
ば、ブルンジでは王が死ぬとすぐに後継者のための新しい屋敷が作られ、遺族や
従者がそこに引っ越して喪に服したという （Simons 1944: 63）。
 33 ［XVII, 21］ umutobotobo: この儀礼（ここと58行）にのみ出てくる植物。Troupin
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トゲのない種類34をMpareから35。
その地に住むKoobwa36がそれを持ってくる。
［XVII, 24–25: 雄牛の準備］
一頭の牡牛を連れてこさせる
［25］ 牛軍「堂々たる」37の。
［XVII, 26–29: 水と葦の準備］
によると、ナス科ナス属の灌木Solanum aculeastrumで、高さ1.5～5 m、サバ
ンナ、森林、人の通る場所に生える （1985: 376）。Coupez et al.も同じ植物とし、
高さ2 mほど、荒れ地や道端に生え、下部から盛んに枝分れする。トゲは側面が
平らで先端が軽く曲がり、幹や葉裏の葉脈上にある。花は薄緑がかった白という 
（2005: 2559）。　
 34 ［XVII, 22］「トゲのない種類 （umurembe）」：-rembe 3, 4. この植物はTroupinによ
ると、（1） イイギリ科（ないしアカリア科）のDasylepis racemosa （1983: 430）、
（2） シナノキ科グレウィア属のGrewia mildbraedii （1983: 370）、あるいは（3） 
ガガイモ科 （Asclepiadaceae） のオオカモメヅル属 （Tylophora） のTylophora 
sylvatica DECNEだという （1985: 118）。Coupez et al.は「トゲなしに異常に生長
するトゲ植物」という語義を最初に掲げ、次いでTroupinの（2）（3）を挙げて
いる （2005: 1892）。d’Hertefelt & Coupezは -tobotoboの変種とする （1964: 306, 
426）。この植物は、「VII. Gicuraasi月の道」の58行目（「ニガウリとumurembe
を王権太鼓の上に置く」）、「VIII. モロコシの初物の道」の233行目（「umurembe
と ishyozaをヒョウタンの先端にとどめ置く」）、および「X. 戦争の道」の24
行（多くの植物の一つとして挙げられる）と142行（「ニガウリとumurembeを
Karingaの上に置く」）に、-tobotoboとは無関係に出てくるが、ここの文脈では、
-rembeは -tobotoboの同類であるから、d’Hertefelt & Coupezのように、トゲ植物
-tobotoboのトゲのない変種と考えるのが妥当であろう。なお、［XVII, 45］の注
も参照。
 35 ［XVII, 22］ Mpare: ここにしか出てこない不詳の地名。
 36 ［XVII, 23］ Koobwa: 宮廷儀礼家の第四位で、「帯の王」（宇野2007: 127参照）の
一人Ndobaの息子Mukoobwaを始祖とするリニジ。Ruganzu I Bwimbaが解放
者（宇野2010: 179）として死んだ際、継嗣Rugweを後見してCyirima I Rugwe
に育てたのがMukoobwaの孫のCyengeで、その功績によりCyirima I は最初
の王権太鼓Rwoga（後にKaringa）およびそれと結びついた Ishyama（後に
Abanyakaringa-Ishyama）軍の管理権をTegeの儀礼家からKoobwaリニジに移し
た。この管理権はKigeri IV Rwabugiriが再びTegeに戻したが、Tegeは実際には
Koobwaに任せたという （Delmas 1950: 34; Kagame 1947: 369–370; Kagame 1963: 
20–22; d’Hertefelt & Coupez 1964: 468）。
 37 ［XVII, 25］「堂々たる （Ibishongore）」：牛軍の名前。Kivu湖西南のBushiから略
奪した牛の群をもとにYuhi IIが作ったと言われる （Kagame 1961: 98）。秘典では
ここしか出てこない。なぜこの牛軍が選ばれたのか不明。
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Bubeho38の水と、
葦をどこか
人が住んでおらず、
王家の墓 （umuseezero） のない場所から持ってこさせる39。
［XVII, 30–31: エリスリナの大壺の準備］
［30］ エリスリナ40の木で作った igicuba壺41を取りに行かせる
樹皮を剥がずに中を刳りぬいただけの42。
［XVII, 32–45: 雄牛の屠殺、肉と皮の処理］
上記（24–25行）の雄牛を殺す
黒色43または茶色で
他の色が混ざらない。
［35］ この牛の皮を
 38 ［XVII, 26］「Bubehoの水」：Bubehoは不詳の地名で、この道にのみ出てくる（26, 
64, 81行）。d’Hertefelt & Coupez 1964: 372 （#70） によれば、Bubehoの -beho 9は
「寒さ､ 冷たさ」で、-horo 14「冷たい水、平穏」を連想させ､ その水の使用は王
国を襲った不幸が収まることを願うものだと言う。
 39 ［XVII, 27–29］「葦を…持ってこさせる」：葦は即位式で用いるので、清浄なもの
が必要。
 40 ［XVII, 30］ エリスリナ （umuko）：umuriinzi（36行目）とも呼ばれる。マメ科
のErythrina abyssinicaで、高さ2–10 m､ ルワンダのどこにでも見られ、垣根や
木蔭用に植えられ､ 材木は軽く、多孔質で、容器（壺、皿、小箱）や太鼓に使
われる （Troupin 1983: 83–84）。枝にトゲがあり、花は赤い （Coupez et al. 2005: 
1309）。Ryangombeが水牛に突き殺されたとき、この木にしがみついたとされ、
Ryangombe祭祀で守護者の象徴として使われる。
 41［XVII, 30］ igicuba壺：牛乳を貯蔵したり水を汲んだりするのに使う数リットル入
りの大きな木製の壺、あるいはそれより小さい牛乳入れの壺 （Coupez et al. 2005: 
324–325）。
 42 ［XVII, 31］「樹皮を剥がずに中を刳りぬいただけの」：d’Hertefelt & Coupez （1964: 
319/ #227）によれば、残された樹皮は、なまの、自然の状態、儀礼的清浄性を表
すという。類似の表現として、「IX. 水飼いの道」227行目の「樹皮を剥いでいな
いumutaaba」と、「X. 戦争の道」78行目の「樹皮を剥いでいないurutoozoの木
で柄を付けた槍」がある。
 43 ［XVII, 33］「黒色」：黒は悲しみ、不幸の象徴 （Pauwels 1953: 39）。喪中の遺族は
黒い服を着る （Kagame 1954: 319, #69）。
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エリスリナ （umuriinzi44） 製の木釘を使って固定する。
牛から肉と
舌と胸前と
右の腰筋と
［40］ 右腿の一部を切り取る。
それらを主殿45に運ぶ。
皮がほぼ乾くと、それを踏み
同じ日にそれを切る46。
家の中に台を作り
［45］ その上に肉片を並べる47。
 44 ［XVII, 36］ umuriinzi : umuko（30行目）の別名。
 45 ［XVII, 41］ 「主殿」kambere: 王宮の正門の内側に建てられた大きな建物で、王
の睡眠や高官の謁見に使った。Luganによれば、二十世紀初のMusinga王の
Nyanzaの王宮の主殿は直径14–16 mあり、先代のKigeri IV Rwabugiriを祀り、
王母の睡眠場所でもあったという （Lugan 1980: 101–102; Lugan 1997: 197–198; 
Pagès 1933: 386）。
 46 ［XVII, 43］「同じ日にそれを切る」：後出（50行目）の喪の革帯を作るため。
 47 ［XVII, 45］「その上に肉片を並べる」：肉を台に並べてどうするのかが分からない
が、民間の乳搾りの儀式では、殺した牛の肉は遺族等が食べたという。Kagame
によれば、ツチ・エリートにおいては、父親が死ぬと、「バターを塗る」儀式（後
述）の後に、跡継ぎ息子が、老雌牛の乳房から数本の毛を抜いて死者の右手に持
たせる「乳搾りの儀式」gukamira se（「父親のために乳を搾る」）を行った。翌
日、この雌牛を殺し､ 死者の子供、親族、友人､ 使用人がその日のうちに屋敷内
で肉を食べ尽くす。食べきれなかった肉、骨、血は庭に穴を掘って埋め、屋敷の
外には出さない。中程度の家では、雌牛は子供を産むことが期待できれば､ しば
らく生かしておくことが可能だが、いったん殺したら、同様のやり方で消費し
たという。また、この雌牛の皮から喪の革紐を作った （Kagame 1954: 318–319, 
#63, 64, 65）。Pauwelsによれば、北部のBakigaは、「バターを塗る」儀式の後に、
死者の手にヒョウタン、シコクビエ、ソーガムなどの種を握らせ、「これは瀕
死の人が子供たちに残す種」と唱える。この種は喪明けに儀礼的保護者 -seが播
く。さらに、同じ手にumulembe（umutobotoboのとげのない種類）とumuvumu 
（umutaba） の葉を一二枚、触った時にやさしい二つの草 ishozaと ivubge、羊の
毛少々（この毛を取った羊は売りも殺しもできず、老死した羊の皮は、葬式で松
明を持ち埋葬役を果たした孫が着る）。最後に、もし死者が牛を持っていれば、
雄の子牛の毛を数本加えたが、この子牛の肉は死者の子供たちだけが食べた。こ
の儀式の意味は、儀式で唱えられる「羊の優しさで帰ってこい」「umulembeのよ
うにとげなしで戻ってこい」「ishozaのように優しく帰ってこい」という言葉によ
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次いで、遺族の喪を始める儀式が行われる。原文では亡き王も王位継承予定
者も「王」と呼ばれているが、ここでは後者は新王と訳しておく：
［XVII, 46–57: 剃髪、喪の革帯、たいまつ］
このとき、
新王の父方大オジの息子が（826行）
まず新王の髪を剃る48。
全員の髪が剃りおわると、
［50］ 新王に喪の革帯49を締めさせ、
たいまつ50を結びつける（だろう）、
くあらわされ、死者が生者に優しい態度を取るよう祈願している （Pauwels 1953: 
33–34; Pauwels 1958: 52–53）。王家の乳搾りの儀式は後（XV, 41–43行）に燻蒸所
で行われる。
 48 ［XVII, 48］「新王の髪を剃る （koogosh）」：Kagameによると、ルワンダには服喪中
の剃髪には厳格な規則があった。男性は両親、配偶者、および王の死に対する服
喪中、髪塊を取り去らねばならなかった。既婚女性も、同じ状況で、同じく髪を
切らねばならなかった。青年男女は、両親と王の喪の間、同様だった。そして喪
が終わると、再び髪塊を仕立てなければならなかった。上記の場合以外には、誰
も髪塊を剃ることは許されなかった。もし喪中でもないのに髪を剃れば、親、配
偶者、ないし王の死を願っていると見なされた。逆に、王の喪中に髪塊を切ら
ないでいる者があれば、それは公共の敵としてリンチにかけて良かったという 
（Kagame 1954: 204–205/#36）。これに対し、d’Hertefelt & Coupezによれば、一
般人は喪の開始時に、額からうなじまで髪の中にほぼ平行に二本の畝を切った。
この髪型は -haranjongo「モズの羽根のように剃った髪」と呼ばれた。喪の終わ
りにはそれを切った。王室儀礼はヨリ複雑で、喪の始まりと終わりに髪を剃っ
たが、モズの羽根に似た髪型は即位式の最後まで維持したと言う （d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 364/#106）。この主張の根拠は不明で、Kagame（宮廷の儀礼家た
ちの伝承に基づく）との矛盾にも全く言及していない。Pauwelsはと言うと、喪
の開始時に全ての人が頭を剃り、服喪中に髪塊を仕立てることは禁じられた。喪
が明けると、女性以外は、髪塊を仕立てた。女性は髪塊を仕立てることは許され
ていないので、もう一度頭を剃ったと述べている （Pauwels 1958: 72）。
 49 ［XVII, 50］「喪の革帯」：ツチ・エリートの家では、父親が死んで「乳搾りの儀式」
に使った雌牛の皮の縁から革紐を切り取り、相続人が喪のあいだ帯として使っ
た。これをumuganguと言った。この雌牛の皮は、なめして家に保存され、よそ
にはやらなかった （Kagame 1954: 318, #65）。
 50 ［XVII, 51］「たいまつ」：たいまつも一般人の葬儀にあった。埋葬に行く際、父親
の棺の前を歩く息子は手にたいまつを持ったが、これは、死んだ父親の生命の火
が息子に受け継がれたことを象徴した （Kagame 1954: 319, #67）。
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彼の左腕に。
王の他のすべての子供は
たいまつを身につける。
［55］ 新王が来て
上述（43, 50行）の喪の革帯に触れる。
王の子供たちが次々にその動作を繰り返す51。
一般に父親の喪の開始時に妻と子供は髪を剃る。民間の場合、北部の
Bakigaや中部のツチでは、髪剃り役は遺族にとっていわゆる「適切なク
ランの人」つまり儀礼的保護者 （umuse, abase） である （Pauwels 1953: 32, 
40; Pauwels 1958: 48, 71; cf. d’Hertefelt & Coupez 1964: 371/#41）。しかし
Dufaysとde Moorによれば、ルワンダ南西部のKinyaga地方では父方のオ
ジが髪剃り役になったという （Dufays et de Moor 1938: 182）。王家に関して
は、単なる儀礼的保護者である -seよりも、政治的保護者として父方の傍系
親族が王位継承者の正統性を認めて後見役を果たすことが重要だったのかも
しれない。
一般人の場合、この後、棺を墓穴に埋めて家に帰り、葬儀の締めくくりの
「木を燃やす（gucana igiti） 儀礼」と「木を捨てる （guta igiti） 儀礼」を行っ
た。Pauwelsによると、北部のフツは墓穴を埋めた後、死者の兄弟などがエ
リスリナの大枝で墓の上を数回打つ。その後、死者の家で火をおこし、この
大枝を四日間少しずつ燃やし続け､ 五日目の早朝、同じ親族が枝の灰と燃え
残りを炉から取り出し、死者の子供たちを連れて、家から出た道が他の道と
交わる所に捨てに行く。これは死者がこの道を通って家族をさらいに戻っ
てこないよう､ 足跡をくらますためだという （Pauwels 1953: 37–39; Pauwels 
1958: 66–68）。また、Kagameによると、中部のツチは、父親の埋葬の次の
日の夕方にエリスリナの木を炉に入れ、一晩ゆっくり燃やした。夜明けに、
全ての子供たちは従僕と一緒に、この木の燃え残りを埋めに行く。子供たち
 51 ［XVII, 55–57］この部分は49行と50行の間に入れた方がわかりやすい。
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がその水に接近することがないような、遠くのあるいは近寄りがたい沼地に
埋める。万一子供の誰かがこの沼地の水を使うことがあれば、汚れのために
死ぬことになる。帰り道には別の従僕が待っていて、木に触って汚れた手を
洗うための水を一行に渡した （Kagame 1954: 319, #68）。Dufaysとde Moor
によると、西南部のKinyagaでも、エリスリナの大きな根を掘ってきて炉に
入れ、一端に火をつけて七日間燃やし、八日目に燃え残りを川に運んで滝や
急流に沈め、家族全員が水に入って体を洗った。以後、そこから川下は彼
らにとってタブーになり、その水は飲まなかった （Dufays et de Moor 1938: 
183）。これで葬式は終了し、喪が始まる。
王の場合、埋葬はまだ先であるが、やはり喪の開始（遺体の燻蒸所搬入に
伴う）に合わせて「木を燃やす儀礼」と「木を捨てる儀礼」を行って、区切
りをつけた52：
［XVII, 58–76: 木を燃やす儀礼と木を捨てる儀礼］
上述（21行）のumutobotoboが運ばれてくる。
王の父方大オジ（の息子）が到着し、
［60］ 彼らはみんなでこの小灌木を炉に据える
右の支脚の上に53。
小灌木はそこに四日間とどまる。
それをそこから出すとき、
上述（26行）のBubehoの水をとり
［65］ 上述（30行）の igicuba壺に入れる
樹皮を剥がしていない、刳りぬいただけのエリスリナの壺だ。
それを屋敷塀の下手の袖54に運び
 52 d’Hertefelt & Coupezも遺体の燻蒸所への移動後にこの儀礼が行われただろうと
推測している （1964: 371/#58–62）。
 53 ［XVII, 61］「右の支脚」：左に対して右は吉。支脚は炉中に三つ置いて釜を支え
る。陶製ないしシロアリの巣を切り出して作った。ルワンダ人の生活における支
脚の象徴的意味についてはGasarabwe 1978: 405–411が詳しい。
 54 ［XVII, 67］「屋敷塀の下手の袖に （muu nkike y epfo）」：（Coupez et al. 2005: 
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すべての火を集め
igicuba壺に入れて
［70］ 火を消しながら言う：「毒殺者を消すことが出来ますように、
王を毒殺した者 55を。
外国人であれ
ルワンダ人であれ」
igicuba壺は去る。
［75］ 壺は信頼のあつい儀礼専門家たちに託され
彼らはそれをGihozaのRusenge56に運ぶ。
次に新しい火を運びこみ、遺族を清めて、即位儀礼に移る準備をする。
［XVII, 77–84: 新しい火の搬入と遺族の洗浄］
一人のHeeka57が別の火を取り
家に運ぶ。
新王が裏庭に行き
［80］ Tsoobeが彼を洗う
Bubehoの水で。
他の子供たちは自分で洗う
何かの水で
彼らの母親と同様に。
こうして遺族は四カ月の喪に入り、「即位の道」は即位儀礼に移る。具体的
に言えば、王と王母を王座に座らせ、ルワンダへの献身を誓わせ、王権太鼓
1284）。上・高に対して下・低は不吉。
 55［XVII, 71］「王を毒殺した者」：ルワンダ西南部の土酋国Bukunzi（宇野2011: 
129–130）を指す。新王の即位式はルワンダ軍のBukunzi攻撃で締めくくられた。
詳細は即位式を扱う別稿で論じる。　 
 56 ［XVII, 76］「GihozaのRusenge」：Bugeseraの地名、Nyamataの近く （d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 107; Kagame 1972: 107）。この地名は、喪明けの儀式でも、喪の
革紐などを捨てに行く場所として出てくる（XVII, 822行）。
 57 ［XVII, 77］ Heeka: Zigabaクランのリニジで、その長は宮廷の儀礼専門家の序列
で第三位を占めた （Kagame 1947: 369）。
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をはじめとする王権の象徴を受取らせ、民衆の要求に応じて王と王母の名前
を発表し、亡き王の遺言を朗唱し、新王の宮廷で使う各種の太鼓を作る。喪
中にこれを全部済ませてしまうのは、空位期間をできるだけ短くするためで
あろう58。
 4.　燻蒸と蛆（「不敬の道」による死体処理）
他方、燻蒸所では死体処理が続く。
［XV, 35–40: 遺骸を覆う皮の準備］
［35］ 「尊敬すべき者たち」の雄牛59の
皮を垂直に垂らして乾かせる
両脇を伸ばさず60、
umutaaba61の紐を使って。
その場所でまた雄の羊を殺し62、
［40］ その上にurukangaga63のむしろを広げる。
 58 ブルンジ王の喪の期間は一月か一月半 （Ndayishinguje 1977: 17） とか、死体の燻
蒸期間は二、三カ月 （Chrétien et Mworoha 1970: 62, 64） と言われ、ルワンダよ
り短いが、王の死体を北西部の墓地まで運んでから燻蒸し、喪が明けてから新王
を公表した （Ndayishinguje 1977: 43） ので、ルワンダより空位期は長かったと推
測される。
 59 ［XV, 35］「尊敬すべき者たちの雄牛」：雄牛は67行目ではRusangaと呼ばれてい
る。「尊敬すべき者たち （Inyubahiro）」は牛軍の名前。Cyirima II Rujugiraが
作ったと言われる。この牛軍と Insanga （XI, 175）という牛軍は、Heekaリニジ
（Zigaabaクラン）にゆだねられた。Heekaはこの牛軍で王権雄牛たちを育て、
「即位」させた （Kagame 1961: 12–13, 41–42; Kagame 1947: 369; Kagame 1963: 
16–18）。
 60 ［XV, 36–38］「皮を…伸ばさず」：普通は水平に、両脇を伸ばして乾かすのに、そ
うしない （d’Hertefelt & Coupez 1964: 361/#36–38）。
 61 ［XV, 38］ umutaaba: Ficus ingens var. ingens小灌木で、蔓が巻くことがある 
（Troupin 1978: 146）。イチジク （umuvumu） の一種で、樹皮布を作る （Coupez 
et al. 2005: 2388）。
 62 ［XV, 39］「雄の羊を殺し」：この雄羊も70行目ではRusangaと呼ばれている。
 63［XV, 40］ urukangara: カヤツリグサ科の水生植物Cyperus latifoliusで、長く鋭
利な葉を持ち、草葺き屋根、わら布団、家畜の敷きわら、むしろなどに使う 
（Troupin 1987: IV-446; Coupez et al. 2005: 1218）。
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［XV, 41–53: 燻蒸とバター塗布］
清浄なTsoobe64が来て、
王のために「尊敬すべき者たち」の雌牛から乳を搾る、
彼の右の手のひらに65。
その手のひらを彼の右のこめかみに押しつける。
［45］ 両側に火を焚き
上記 （34, 35, 39行） の肉と上記の脂を焼く66。
王の手のひらを数回こする
こめかみと胸も。
igicuba壺を満たすべき「尊敬すべき者たち」の雌牛を
［50］ 搾乳し、乳を攪拌する。
できたバターを死体に塗り67
 64 ［XV, 41］「清浄なTsoobe」：亡き王の髪を剃って穢れた人とは別のTsoobe。
 65 ［XV, 42–43］「王のために…手のひらに」：民間の「乳搾りの儀式」（上述、XVII, 
45行注参照）に相当するが、民間では老雌牛の乳房から毛を抜いて代用した。
 66 ［XV, 46］「肉と脂を焼く」：d’Hertefelt & Coupezは室内の空気を香らせるためだ
ろうと言う （1964: 362/#46）。ふつうミイラを作るには、腐敗しやすい内臓や脳
などを除去して急速に乾燥させるが、秘典には内臓への言及はなく、そのまま
腐らせたらしい。ブルンジではルワンダとほぼ同様の目的で王の死体を加熱し
たが、死体は台上で腐ったと証言している王墓の管理人がいる （Mworoha 1977: 
304）。Packardによると、エドワード湖の北からアルバート湖の東側のBashu
（Nande人のクランのひとつ）は、王の死体の腐敗を促進するために火を焚いた
という （Packard 1981: 43）。腐臭対策としては、ブルンジでは香りのする木を焚
いた （Chrétien et Mwaroha 1970: 61）。Kivu湖の西北のBahundeは、王権雄牛の
骨を腐臭消しに焼いたという （Viaene 1952: 31）。
 67 ［XV, 50–51］「搾乳し…塗り （bagasiig）」：バター塗布は民間では乳搾り儀式の前
に行われた。Kagameによれば、中部のツチのgusiga（「バターを塗る」）儀礼で
は、牛糞で寡婦が夫の右足をこすり、次に跡取り息子（または長男）が左足をこ
すった （Kagame 1954: 317, #61–62）。Pauwelsによれば、北部のBakigaも雄の子
牛の糞をバターと呼んで、長男の嫁（または死者の妻）が死者の額、手の内側、
むこうずねに塗った （Pauwels 1953: 33）。Dufaysとde Moorによれば、南西部の
Kinyaga地方でも、牛糞を妻が死者の右足に、長男が左足に塗った。これにより
死者は家族が自分を一人で放っておかなかったこと、家畜の面倒をよく見てくれ
るだろうことを忘れないという （Dufays et de Moor 1938: 178–179）。
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全身を伸ばす68
右腕 （44行） 以外は。
右手はなぜこめかみに当てたのか。d’Hertefelt & Coupezは右が吉で清浄
だからと言う（1964: 361/42–43, 313/249）。しかし、なぜこめかみなのかと
いうと、次で話題になる蛆 （-nho） が関係していると思う。つまり、王の右
手から蛆が出てくるはずとされ69、王は自分の目で蛆を確認する必要があっ
た（62行）から、右手が目の前に来るこの姿勢にしたと推測できる。47–48
行で手のひら、こめかみ、胸をこするのも、58–60行で同じ所から蛆が出て
くることと対応している：
［XV, 54–63: 王に一匹の蛆虫を見せる］
王のまぶたを引き上げ70、
［55］ 口の中で舌を折りたたみ71、
腹を押す
ついに死体が何かを生む72
それが出てくるのは、手から
こめかみから、
［60］ あるいは胸から。
それが出てくると、歓声が上がる73。
出てきたものを死体が見たら、
目を閉じさせる。
 68 ［XV, 52］「全身を伸ばす」：乾燥中に体の向きを変えるのに都合がよかったからで
あろう。
 69 秘典は手のひらから蛆が出ると言っているだけで（68行）、右手と特定している
のはPagèsのインフォーマントである （Pagès 1933: 518–519）。
 70 ［XV, 54］「まぶたを引き上げ」：目を開けて、見えるように。
 71 ［XV, 55］「口の中で舌を折りたたみ」：意味不詳。
 72 ［XV, 57］「死体が何かを生む」：合法的後継者を象徴する一匹の蛆が出てくる。
 73 ［XV, 61］「それが出てくると、歓声が上がる」：蛆虫が一匹しか出てこないと、後
継争いが起きないということなので、みんな喜ぶ。
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蛆が一匹しか出てこなかったら、後継者は予定通り決まる。王自身がそれを
確認したら、瞑目させる。
この後も燻蒸を続けるのかどうか分かりにくい。「不敬の道」は次に
Rutare墓地に行く準備にかかるため、蛆が出てきたら燻蒸をやめるような
印象を受けるが、墓地に行くと埋葬するだけなので、四カ月のほとんどは燻
蒸所で費やされたのではないか。牛乳壺の蛆は遺骸とともに墓地に運ばれ
る。
［XV, 64–70: 王の装束］
死体の上にウサギの尻尾74を置く、
［65］ 死体の上に imbakaの毛皮75を置く、
肩の高さに置く。
「尊敬すべき者たち」の雄牛Rusangaの皮 （35–36行） を
王の体に巻く。
王の足には
［70］ 雄羊のRusangaの皮 （39行） を置く。
ここで出発準備の説明は中断され、複数の蛆が出た場合の説明が入る。
［XV, 71–84: 複数の蛆が出てきた場合］
死体から競合者 （urugomo） が出てくると、
 74 ［XV, 64］「ウサギの尻尾 （ishyira）」：ウサギが機知に富み、大型獣をやっつける民
話は世界的に非常に広くみられるが、ルワンダでもそうで、その尻尾は軍事的機
略の象徴とされる （d’Hertefelt & Coupez 1964: 312/#200）。用例としては、この
行のように王の死体の上に置かれる （cf. IX, 1009） だけでなく、即位式で新王に
渡され （XVII, 865）、遠征軍の儀礼的将軍（-gaba, cf. 宇野2010: 170–171）にも任
命式で渡される （X, 37, 73）。
 75 ［XV, 65］「imbakaの毛皮」：imbakaは高さ50 cm、長さ75 cmくらいのネコ科ネコ
属の肉食獣アフリカン・ゴールデンキャット （Felis aurata）（Coupez et al. 2005: 
113）。この動物の毛皮は、ウサギの尻尾と同様、王の即位式にも現れ、王の座
席の上に敷かれる （XVII, 106）。しかし、ウサギの尻尾と同様、王母の死体には
置かない （XV, 208）。ウサギの尻尾と同様、王には必要だが王母には不必要とみ
なされた特性を象徴したらしいが、用例がこれだけしかないので、詳しいことは
わからない。
―70―
蛆を一匹だけを取り上げて76
エリスリナ （umuriinzi） 製の igicuba壺に入れ
「尊敬すべき者たち」の牛乳を注ぎ入れる。
［75］ 他の虫は、脂を持ってきて
火を付けて焼く、
何かの上に、はたき落して。
もし一匹しか出なかったら
そのままにする。
［80］ もし競合者が出てきたら
「競争の道」を執り行う77。
上述 （74行） の牛乳を何度も持ってきて
毎回少しずつ加える、
上記 （73行） の igicubaの壺に。
競合者の有無にかかわらず、一匹の蛆が牛乳で養われて壺中で育つ。この文
脈では壺中の蛆は次代の王の象徴らしいが、民間伝承では亡き王の魂ともい
われ、蛆は成長してヒョウになるともいわれる。
Pagèsによると、蛆は死体の右手から出てくる筈で、番人が拾って牛乳壷
に入れる。壺が小さくなると大甕に移し、毎日牛乳を注ぐ。そのうち「足」
が出て甕が小さくなると、たらいに移し、牛乳を満たす。蛆はヒョウにな
る。牛乳を与え続けるが、凶暴な本性が目覚め、引っかき始める。そこで生
肉を与え、バナナの樹皮で作った綱でつなぐ。その綱が引きちぎられると、
イチジクの樹皮の綱でつなぐ。それが切られると、宮廷から針金が送られて
くる。やがて番人が次々に襲われると、宮廷からヒョウを解き放す許可が出
 76 ［XV, 71］「蛆を一匹だけを取り上げて」：合法的継承者の象徴をピックアップし
て。
 77 ［XV, 81］「競争の道を執り行う」：競争者を象徴する二匹目からの蛆を焼き殺すだ
けでなく、さらに念を入れて、「競争の道」の儀礼を行って呪術的に争いを阻止す
る。
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るという （Pagès 1933: 518–519）。
これに類似した伝承はルワンダ王国を超えて広がっているが78、ルワンダ
の枠内で考えれば、父王の体から出た虫＝後継者を牛乳壺で養う儀礼は、王
家の始祖であるKigwaの誕生譚、つまり父王のつばを飲み込ませた雄牛の
心臓を壺に入れて牛乳で養ったらKigwaが生れたという神話（宇野2007: 
116–117）の儀礼的反復とみなすことができるだろう。
 5.　墓地への移送と埋葬（「不敬の道」）
次は、Rutareの墓地への出発の説明に戻る。
［XV, 85–94: Rutareへの旅］
［85］ 王の両手をとって
手のひらを肩に置く79。
死体は王家の宿から宿へと移動する。
 78 Baumannによれば、王の死体から蛆が出てライオンやヒョウに変るという信仰
は、ザンベジ川からコンゴ南部に分布する彼の所謂ローデシア文化の文化要素が
大湖地方にも広まったものだという （Baumann 1970: 78, 80, 157, 185, 223）。ル
ワンダ周辺の例を挙げると、Kivu湖西南のBashi人は、王や彼の長兄の死体から
蛆が出たら埋葬に移り、蛆は壺に少しの蜂蜜と一緒に入れる。蛆はヒョウに変
るといわれた （Colle 1971: 94）。Bashiの北に住むHavu人は、王の死体を丸木舟
に入れ、王の聖なる雄牛たちを殺してその血を舟に注ぎ、死体から最初の蛆が
出たら新王の即位式に取りかかった。蛆はmukowaの木の葉に載せ、牛乳を数滴
垂らし、急いで人の通らない藪に置いてくる。蛆はヒョウになり、夕暮れに死
者の霊を乗せて徘徊するといわれる （Verdonck 1928: 255, 298–299）。Havuの北
のBahunde人は、王が死ぬと下顎から歯を一二本抜き、水飼い槽に酒を注いで
王の死体を入れ、鼻から蛆が出るのを待つ。右の鼻孔から出た虫はヒョウで、左
から出たのはオオヤマネコと呼ばれる。牛乳と甘い酒を混ぜた鉢に二匹の蛆を入
れ、ウサギの喉を切って最初に出た血を加えたら、王を埋葬する。蛆はヒョウと
オオヤマネコに変り、急速に育つ。歯が生えると、番人はヒョウの門歯を抜く。
ある日、オオヤマネコが逃げてしまう。ヒョウは日中に藪を走り回り、夜は小屋
に戻る。やがて、ヒョウを抑えきれなくなると、番人は「好きな所に行け、人間
は襲うな」と言って放す。このヒョウは人間を襲うことはなく、人々は恐れない 
（Viaene 1952: 30–32）。このように、死体の燻蒸をしない所では、死体は蛆が出
てき次第埋葬されたようである。ブルンジでは死体を墓地に運び、最長で二ない
し三カ月燻蒸した。蛆を牛乳壺に入れて養うと、ライオンかニシキヘビに変った
という （Chrétien et Mworoha 1970: 62–63）。
 79 ［XV, 85］「王の両手をとって手のひらを肩に置く」：この姿勢の意味は不詳。
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宿の主人が出迎える、
弓と瀉血矢80をもって。
［90］ 主人は王と入口ですれ違い、
振り返らずに進む81。
翌日、彼のために地所を劃定し
彼は上記の屋敷に面して家を建て
木片一つも持ち出されないよう監視する82。
「水飼いの道」で牛飼い王Cyirimaのミイラを四世代後にRutareに運ぶ時に
は、夜間に進んで日中は宿にこもり、生きている王Mutaraが日中に進んで
夜間は休むのと反対の動きをしている（IX, 816–820, 等々）。通常の王の死
骸を運ぶのは昼だったか夜だったかは推測の手がかりがない。
［XV, 95–104: Rutare到着］
［95］ 死体はRutare83に行く
屋敷 （urugo） の完成と同時に到着し、
裏庭 （gikaari） の家 （nzu） に行く
そこでは護衛が寝ずの番をする
彼らは座るが､ 横になることはない
 80 ［XV, 89］「弓と瀉血矢 （iraago）」：牛の頸部に矢を打ち込んで血を採取する道
具。血は極上の食べ物とされた。-raagoは鉄製で、先は斧形をして研いである 
（Coupez et al 2005: 1826）。Maquetは写真で瀉血の手順を紹介している （Maquet 
1957: 61–65）。
 81 ［XV, 88–91］「宿の主人が…進む」：なぜ振り返らないのか不詳。類似の表現は
「水飼いの道」で、CyirimaのミイラがRutareの墓所に到着するときに出てくる：
「Cyirimaが王宮外広場に着くとき /Rutareの彼の屋敷近くの /Nyaatwaの一人の
娘が牛乳を注ぎ /バターが出来るまで攪拌し、牛乳を飲む。/［1155］ 彼女はこの
バターを自分の体に塗り /一本の長い槍と一本の矢を持ってCyirimaを迎えに行
く /彼が屋敷に着くとき /…娘が家から出てきて /［1160］ 歓声を上げながら歩き /
Cyirimaとすれ違う /後ろを見ないで」。
 82 ［XV, 92–94］「翌日…監視する」：王が一泊して神聖化した家の番人になった。
 83 ［XV, 95］ Rutare: Kigeri、Mutara、Cyirima王が葬られた王家の墓所。Rutareを墓
地の代表としただけなのか、Kagameが聞き取り調査をしたのがMutara王の時
代だったことと関係するのか。
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［100］ 主殿 （kambere） は搾乳所84にして、
上記 （73, 84行） の増殖の igicuba壺85を運んでくる。
王の旅で常に王に先行する壺だ。
それをそこに置き、
牛乳を満たし続ける。
王の墓は、通常のルワンダ人の家と同様、生垣で囲んだ屋敷 （-go） の中にい
くつかの円形の家 （-zu） を建てていたと思われる。正面の門の中に前庭があ
り、夜は牛を入れる。その後ろの母屋＝主殿 （kambere） は通常は家長（王）
の寝る場所だが、王の遺骸の安置所にはせず、牛乳壺（蛆）を置き、搾乳を
行う。王位継承者を象徴する蛆が家長の位置に置かれたということか。裏庭 
（-kaari） の周りにいくつかの副家があって、その一つに王の遺骸を埋葬し
た。
［XV, 105–125: 喪明け、埋葬、墓室の密閉］
［105］ 四カ月が経ち、
亡き王の子供たちの髪を剃る日86、
宮廷から酒が届く、
蜂蜜入りモロコシ酒と蜂蜜酒87が。
そして象牙も。
［110］ 一頭の雌牛を連れてこさせる
 84 ［XV, 100］「搾乳所 （urukamiro）」：壺を置いて、王の葬式用の牛乳を継続的に注
ぐ場所 （Coupez et al. 2005: 1209）。
 85 ［XV, 101］「増殖の igicuba壺」（gicuba cy irerero）：王の移動の際に王に先行し、
牛の増殖を象徴する牛乳壺 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 427; Coupez et al. 2005: 
1917）。この場合は、蛆を入れた牛乳壺を指すと思われる （d’Hertefelt & Coupez 
1964: 363/#101）。
 86 ［XV, 106行］「四カ月が経ち…髪を剃る」：喪が明けて、王の近親は髪を剃る。後
で［XVII, 824–828: 喪明けの剃髪］で詳しく述べる。
 87 ［XV, 108］「蜂蜜酒」（uubuuki）：ubukiは谷間の蜂蜜で作った普通の蜂蜜酒で、
蜂蜜1に水4を混ぜ、焼いたモロコシを加えて弱火で八日ほど温めて作る。森の
蜂蜜で作った蜂蜜酒umukipfuもある （Bourgeois 1957: 477–478; Lestrade 1972: 
264）。
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牛軍「復讐者」88のそれを。
上記 （97行） の家に水飼い場を掘る89。
上記 （108行） の二つの酒を墓の中の王の前に置き
「ここにお飲み物がございます。王に常にお飲み物がありますよう
に」と言う。
［115］ 上記 （109行） の象牙を持ってきて
美しい水撒き具90の上に置く
「王がつねに象でありますように」と言いながら91。
「尊敬すべき者たち」の牛乳を持ってきて、
王の前に置く、
［120］ 右脇を下にして92寝た王の前に。
「復讐者」の牛乳は王の後ろに置く、
umurinzi製の inkongooroの小壺に入れて。
そして言う：「復讐者の牛乳をどうぞ。
 88 ［XV, 111］「復讐者」（Umuhozi）：Mibambwe II Gisanuraが作った牛軍の名前 
（Kagame 1961: 22–24）。
 89 ［XV, 112］「水飼い場を掘る」：これが墓穴になる。Pagèsのインフォーマントは埋
葬について次のように語った：家に穴を掘り、草の寝床を貴重なライオンやヒョ
ウやアンテロープの皮で覆って王の遺骸をのせる。遺骸は土に穢されないよう地
面から完全に離される。すべてが湖の草でできた特別の筵 （ibirago by’ ibisunyu） 
で覆われ、穴は埋められる （Pagès 1933: 518）。
 90 ［XV, 116］「水撒き具 （uhagiro）」：儀礼的洗浄のために使う道具で、草や枝を束ね
たもの （Coupez et al. 2005: 2686）。
 91 ［XV, 117］「王がつねに象でありますように」：王が象と同じくらい強くあります
ように。「即位の道」917行にも同じ表現がある。
 92 ［XV, 120］「右脇を下にして」：d’Hertefelt & Coupezは右が吉で清浄だからと言
う（1964: 364/120, 313/249）。Pauwelsによると、北部のBakigaは死者が右に向
くように埋葬するが、その理由は、武器を使う右手が体の下敷きになるように埋
めれば、死者は左手で不器用にしか生者を攻撃できないからだという （Pauwels 
1953: 34; Pauwels 1958: 63）。Dufays & de Moorも、同じ理由で南西部のKinyaga
では子供のいる既婚者は右を下にして埋葬すると述べている （Dufays et de Moor 
1938: 181–182）。また、de Lacgerは、おそらく中部のツチについて、頭を上に
してやや右に傾けて墓穴に座らせたと言っている （de Lacger 1961: 206）。
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あなたの息子が復讐するでしょう」と93。
［125］ 墓を完全に埋める （bagasiisibiranya）。
墓家の中で遺骸の埋葬が終わると、墓家の外、屋敷の中で、聖物の埋納と聖
樹の植え付けが行われる：
［XV, 126–136: 聖物の埋納と植樹］
屋敷の中で、王の両眼 （amaaso） が向いている方角に、
穴を掘り、上記 （73, 84, 101行） の igicuba壺を埋め （-byarir）94、
イチジクの木 （imivumu） と葦 （imiseke） を持ってくる95。
いつもするように、
［130］聖なる物 （imaana） を埋める （-byarir） ときに。
入口脇の張り出し （kibero） の近くに、
王の額 （uruhanga） が向いている方角に、96
イチジクの木 （umutaaba） とエリスリナ （umuko） を植える 
（-byarir）、
 93 ［XV, 124］「あなたの息子が復讐するでしょう」：牛軍の名前との言葉遊び。「即位
の道」では、Bukunzi国が王の殺害者に見立てられ、新王が復讐する（1212行）。
 94 ［XV, 127–130］「igicuba壺を埋め」「聖なる物を埋める」：igicuba壺は蛆を入れた
牛乳壺。聖なる物は儀礼で使った動物など。-byarir（「埋める」）は、占いに使っ
た動物の残骸、供犠した牛の残骸、経産牛の角、人間の胎盤、その他、宮廷儀礼
で使ったいろんな物を埋めること （Coupez et al. 2005: 265–266）。埋めた場所に
は神聖な木を植える。
 95 ［XV, 138］「イチジクの木と葦」：前者は植えたのだろうが、葦は束を立てただけ
か。
 96 ［XV, 132–133］「王の額…植える」：126行目の「両眼が向いている方角」とは別の
方向であろうが、大きく違ってもいないのだろう。Pagèsによれば、聖なる森の
王の墓家には、イチジクの枝で囲った庭も作る。枝はやがて根を下ろし、本物の
茂みになる。ミイラ化の作業が終わると、遺体の残余を建物の中の墓に入れる。
狼藉を防ぐため番人たちはそこにまだしばらく留まる。四カ月の喪が過ぎると、
家は放棄され、入り口は外から厳重に閉ざされる。家は三年、四年、五年持つ
が、最後は朽ちて倒れるに任せる。離れる前に、庭にRyangombeのためのエリ
スリナ （umwuko） の枝と、またやがて枝葉を大きく伸ばすイチジク （umuvumu） 
の枝を植える。墓の茂みがこうして出来る （Pagès 1933: 522–523）。
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そこは後で祈祷の場所になる、97
［135］ 常に分かるように
王の額が向いている方角が。
［XV, 137–138: 墓家の封鎖］
上記の家を ingese98の仕切り壁 （uruugi）99で閉じ （IX, 808–809）
その壁に二つの目（開口部）を作る。
王を埋葬した家は封鎖される。ここで注意すべきは、蛆を入れていた増殖の
壺が王の視線の方角に埋められることである。亡き王は埋葬されるが、その
魂・生命力は新王（ないし民間の観念に従えばヒョウ）に姿を変えて生き続
ける。墓に横たわる王は、ちょうど燻蒸所で自分の体から蛆が出てくるのを
見たのと同じように、今は壺を通して自分の魂の新たな働きと国の繁栄（牛
の増殖）を見守っているということであろう。
 6.　宮廷の喪明け（「即位の道」）
墓地での埋葬に対応して、宮廷では遺族の喪を終わらせる：
［XVII, 812–818: 喪明け儀礼の準備］
その間に、一人のRabyo100リニジの男性が吉と指名される
彼はMugunga101リニジの
 97 ［XV, 134］「祈祷の場所」：墓家が封鎖された後、墓家の外から祈祷する際の。
 98 ［XV, 137］ ingese: 真直ぐ又は蔓状の枝をしたトウダイグサ科エノキグサ属の低木
Acalypha bipartia （Troupin 1983: II, 196; Coupez et al. 2005: 593）。
 99 ［XV, 137］「仕切り壁 （uruugi, -gi）」：戸の代りに家の入口を閉じるのに使う筵状
のもので、入口の柱に結び付ける。犬などを防ぐにはいいが、泥棒は防げない。
あるいは竹で編んだパネルで、柱の間に押し込んで仕切りにする （Coupez et al. 
2005: 598）。
 100 ［XVII, 812］Rabyo: Kigeri III Ndabarasaの息子Burabyoを始祖とするリニジの名
前（Delamas 1950: 77; d’Hertefelt & Coupez 1964: 485）。彼は王と同じNyiginya
クランだから、王母をはじめ、亡き王の寡婦から見て義理の兄弟に当たる。
 101 ［XVII, 813］ Mugunga: 九代目の王Ndobaの息子Mugungaを始祖とするリニジの
名前 （Delamas 1950: 37; Kagame 1952: 84）。「水飼いの道」128–132ではこのリニ
ジの雄牛の皮を王権太鼓カリンガに張る。
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一人の女性とともに行く
［815］ 彼女は（喪明けの儀式で）歓声 （impundu） をあげるだろう。
王の喪を終わらせるEgaの娘も102
やってくる。
その間にRusangaの雄羊 （XV, 70） を殺す。
［XVII, 819–823: 喪の革紐を外す］
王は屋敷の門の中央に立つ
［820］ 屋敷の内側を向いて。
Tsoobeが王から喪の革紐（50行）を取り上げる。
革紐などの喪のしるしはRusengeに行く、
上記（76行）のNyamataの源の103。
［XVII, 824–828: 喪明けの剃髪］
人々が髪を剃らせにやってくる
［825］ 王から始める。
王の父方大オジの息子（47行）が小刀104を髪に当てる仕草をした
後、
やり方を知っている誰かが剃る。
次いで全員が髪を剃ってもらう105。
他方、墓地を管理する儀礼家たちの配偶者が、王の霊に「妻」として仕える
 102 ［XVII, 816］「王の喪を終わらせる （-eez） Egaの娘」：Egaは王母クランの一つだか
ら、Egaの娘は王の配偶者に準じる存在と見なすことができる。
 103 ［XVII, 822–823］「NyamataのRusenge」：ここには王が亡くなった直後に爪と髪
を送った。Kagameによると、中部のツチでは、喪明けの前夜に息子は喪の革紐
を秘密の場所に埋めた。これは極秘にやらなければならず、もし悪意あるもの
が見て紐を遺族のところに戻すと、取り返しのつかないことになるといわれた 
（Kagame 1954: 321–322/#73）。
 104 ［XVII, 826］「小刀」（-uma）：Pauwels 1958: 62, g. 7に一般人の髪を剃る小刀
（urugembe, urwogoshyo） の図版がある。柄まで入れて15 cmほどの長さである。
 105 ［XVII, 824–828］「髪を剃る」：喪中に伸びた髪の不要部分を剃って髪塊を仕立て
ることらしい （Kagame 1954: 321/#72; Pauwels 1953: 41; Pauwels 1958: 72）。
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ため、Rutareに赴く。
［XVII, 829–830: 亡き王の「妻」たちの到着］
この頃には儀礼家たちの配偶者が
［830］ 王の死体のある場所に来ている106
宮廷では、喪明けの最終段階の儀式が行われる。
［XVII, 832–856: 儀礼的性行為による喪の終了］
今や、王母が主殿 （kambere） に行く
王座の小さなむしろ（104行）をもって。
その上に皮が置かれる
［835］Rusangaの雄羊（818行）の皮だ。
Tsoobeが王母の上に
上記（13行）の鳴らない鈴を置き、
鳴る鈴（12行）を持つ。
王母は座り、Rabyoが喪を終わらせる。
［840］ Tsoobeが鈴を鳴らし、
Mugungaの子孫が
歓声を上げる。
Rabyoが上記（837行）の鈴を開く107
Egaの娘が連れてこられ
［845］ 上記（834–835行）の皮の上に座り
 106 ［XVII, 829–830］「儀礼家たち…来ている」：王の祖霊に墓地や宮廷で仕える 
｢妻｣ は占いで選ばれることが多い （Pagès 1933: 534–536; Pauwels 1958: 159–161; 
d’Hertefelt & Coupez 1964: 332/#997–1006） が、ここでは夫の職務に準じて動員
されたらしい。
 107 ［XVII, 843］「Rabyoが上記の鈴を開く （agapfunduura）」：d’Hertefelt & Coupez
は、鳴る鈴と鳴らない鈴は生と死を象徴すると解釈するが、「鈴を開く」動作の
意味およびこの鈴が鳴る方か鳴らない方かは不明としている （1964: 385/#/837–
838, 843）。鳴る鈴はTsoobeが持っていて、856行でRyaboは鳴らない鈴を持っ
て退出するので、ここの鈴は鳴らない方であろう。-pfunduurは「結び目をほど
く、蓋をとる、栓を抜く、開く」（Coupez et al. 2005: 1791） で、死からの解放を
象徴する動作か。
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王の喪を終わらせる。
Tsoobeが鈴を鳴らし、
（Mugungaの）娘が歓声を上げる。
亡き王の子供たち （abaana） が第二の建物 （rugendo）108に行く、
［850］ 亡き王の他の夫人たち （bagore） とともに。
Rabyoがそれらの夫人の喪を終わらせる。
順番に、
子供たちの喪もあける （-eer）。
Rabyoは雌牛を一頭受け取り、
［855］ 後庭を横切って
鳴らない鈴を持って引き下がる。
民間では、夫＝父親の喪を終わらせるには、寡婦は儀礼的保護者クラン 
（-se） の男性または義理の兄弟にあたる男性と儀礼的な性交を行い、既婚
の子供は配偶者と性交した （Kagame 1954: 321; Dufays et de Moor 1938: 
185–186; Pauwels 1958: 72）。ここでもその原則は守られている。
墓地では、墓家封鎖後も、さらに四年間、十四人の儀礼家とその配偶者が
王の霊に仕える。即位儀礼が先を急いだのに比べ、葬送はゆっくり時間をか
けている。
 7.　墓家の放棄（「不敬の道」）
四年後に墓が放棄され、管理者たちが解散する。
［XV, 139–141: 四年後、墓家の破壊と放棄］
四年が経つ。
［140］ 上記（97、112行）の家の骨組みを壊す、
家が速く壊れて放棄されるように。
 108 ［XVII, 849］「第二の建物 （rugendo）」：主殿の次に重要な建物 （Coupez et al. 
2005: 573）。
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［XV, 142–153: 四年後、宮廷から墓地への贈り物の準備］
四年目が過ぎると
宮廷は酒を送る109、
蜂蜜入りのモロコシ酒と蜂蜜酒を。
［145］ そして一頭の雄牛と一頭の不妊の雌牛 （ingumba） も。
褒美の雌牛たちも連れてこさせる、
儀礼家の人数と同じ数つまり十四頭の雌牛を。
Tsoobeが来て、
吉とされた祖先 （umukrambere）110に向けて
［150］ 次のような祭文を唱える：「某王よ111、ここにあなたの飲み物
があります、
蜂蜜入りモロコシ酒と蜂蜜酒が。
ここに一頭の雄牛と一頭の不妊の雌牛がいます。
あなたの国のために敵を屈服させてください」と。
［XV, 154–180: Rutareでの儀礼、王墓管理集団の解散］
Tsoobeは出発する。
［155］ Rutareに着くと
王墓の管理責任者に供物を渡す112。
Tsoobeはまず上記の墓家の前に跪いて
 109 ［XV, 143］「宮廷は酒を送る」：Rutareの墓に。
 110 ［XV, 149–150］「吉とされた祖先 （umukrambere）」：-kurambereは父方の直系
先祖を指す （Coupez et al. 2005: 1426）。以下の祭文に出てくる飲物と二頭の牛
は、実際には亡き王に捧げるものだが、Rutareに行って捧げる（159–161行）前
に、占いで選ばれた別の昔の王に捧げる。この種の迂回的な祭文については、d’
Hertefelt & Coupez 1964: 238/#34, 289/#43, 356/#39を参照。
 111 ［XV, 150］「某王よ」：占いで吉とされた祖先の王。d’Hertefelt & Coupez 1964: 
365/#150は「四年前に死んだ王」としているが、間違いであろう。
 112 ［XV, 156］「王墓管理責任者 （umunyamugogw） に供物を渡す」：-nyamugogoは王
の死体の世話とその埋葬を担当する儀礼家 （Coupez et al. 2005: 1651）。Tsoobe
は、穢れを避けるため、供物を自分では捧げない。次の行でも、墓家の中まで入
らない。165行で責任者が中に入って捧げる。
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言う：「某王よ113！　助け給え
これは王があなたに送った酒です
［160］ 蜂蜜入りモロコシ酒と蜂蜜酒です。
これは一頭の雄牛と一頭の不妊の雌牛です。
ここにあなたと共に戦った戦士たちがいます。
今、彼らは復員しました。
ここに彼らの褒美があります。」
［165］ 王墓の管理責任者が供物をささげる。
終わったら、責任者は跪き
こう言う：「私はあなたと一緒に戦いましたが、
今、あなたの息子のために復員しまた。あなたとはお別れです」。
Tsoobeが言う､「ここに褒美がある。
［170］ 宮廷がくだされた。」
儀礼家がひとりずつ来て
跪いて別れを告げる。
王墓の管理責任者が褒美を渡す。
彼らは出発し、宮廷近くに戻り、
［175］ 領地 （ibikingi） が与えられる。
しかし彼らは宮廷には入らない114。
彼らが共に戦った起臥太鼓は
墓の主殿（100行）にずっと結ばれていたが、
上記（41–43行）の搾乳したTsoobeと一緒に復員し115
［180］ 彼が自分の領地で保管する。
これに伴い、王の ｢妻｣たちも任務を解かれ、以後、王の霊は王宮で祀られ、
 113 ［XV, 158］「某王よ」：四年前に死んでそこに埋葬されている王。
 114 ［XV, 176］「宮廷には入らない」：死の汚れを持ち込まないために。
 115 ［XV, 179］「Tsoobeと一緒に復員し」：「清浄なTsoobe」が起臥太鼓を自領に持ち
帰る。
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新たな ｢妻｣ たちが仕えるだろう。
以上が、「不敬の道」に沿ったルワンダ王の葬儀である116。
 8.　結語
本稿は、まず、ルワンダには老いて自殺したり家臣に殺害されたりした王
の事例は実在せず、王の長寿は国の衰えではなく、むしろ国の生命力の旺盛
さが現れた理想的状態と見なされたことを論じ、民間伝承とエリートの伝承
を区別して分析する必要性を指摘した。
葬儀と宮廷儀礼を時間軸に沿って分析した結果、空位期間を最短にする工
夫がなされていたことが明らかになった。さらに、王権の引き継ぎに関し
て、王の死体から生れた蛆（王位継承者を象徴する）を壺のなかで毎日牛乳
によって育てる儀礼は、宮廷での新王の即位儀礼の過程と並行して新王の誕
生を促進する働きをし、神話的には、天上で父王が吐いたつばを飲み込ま
せた雄牛の心臓を壺に入れて毎日牛乳を注いだらルワンダ王家の始祖Kigwa
が生れた過程に対応したと解釈できる。新王の出現とともに亡き王は埋葬さ
れるが、増殖の壺（蛆）を王の視線の方角に埋めることによって、父王が新
王を見守り続けることができるようにした。
民間信仰では、蛆は王の魂ないし分身であり、成長してヒョウになるとい
われるが、宮廷儀礼家もこの考えを共有していたかどうかは不明である。
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